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腫瘍内科および腫瘍外科研究分野（2010 年 1 月～12 月） 
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17. 第６９回日本癌学会学術総会 ドネブ イワン シュテレブ、山田忠明、竹

内伸司、松本邦夫、矢守隆、西岡安彦、曽根三郎、矢野聖二. ＰＩ3Ｋ阻害
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25. 第 51 回日本肺癌学会総会 矢野聖二. マルチキナーゼ阻害薬を用いた胸膜

中皮腫の薬物治療 2010 年 11 月 広島 
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